
２月２５日に『「できない」から考える江戸川区の新しい
エネルギー』と題して第５回勉強会を行いました。
来場２３名、オンライン１名、計２４名の参加となりました。

（仮称）
地域脱炭素を実現するための勉強会

第５回ふりかえり

令和７年3月発行

意見交換の様子

「できない」から考える江戸川区の新しいエネルギー

NPO法人 足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ 奈良 由貴氏

できないことをヒントとして次に
やっていくことを整理しましょう。

江戸川区に地域エネルギー会社があることで、地域の雇用
創出や経済活性化・災害対策につながります。しかし、
実現のために越えるべき課題はまだ少なくありません。

江戸川区で事業を進めるために
何が足りないか考えましょう。

地域エネル
ギー事業の
担い手は？

脱炭素に
これから
どう取組む？

発電場所の
確保は？

地域エネルギー会社を誰が主体的に、どこでどのようにやるか。
具体的な計画を立て、行動していくことが大事。

まずは人材。区内企業から技術を持つ人材を探したり、地域の
ことをよく知る町会から人材を探すことができるのでは。

意見交換でたくさんの意見が出ました！

地域エネルギー会社に出資した人の銅像を建てては。
クラウドファンディングで資金を集めてはどうか。

江戸川区が目指す地域エネルギー事業とは

①江戸川区では、太陽光パネル（蓄電池）を一戸建ての屋根
や集合住宅の壁面等に設置する事業を検討しています。

②また、断熱改修を行い、創エネ（電気をつくる）と省エネの
二本柱でCO2を減らし、快適な生活へつなげます。

③地元企業等の地域主体で太陽光発電等を行い、 電気の
地産地消により得た利益を地域に還元する事業です。

（第3回ふりかえり資料より引用）

グループごとに江戸川区で
まだ地域エネルギー事業が
できない理由やわからない
ことを話し合いました。

陸屋根の建物や工場が多い立地なら太陽光発電をやりやすい。
太陽光発電以外の再生可能エネルギーの活用は検討できないか？

出てきた課題

資金はどう
集めるの？

ふりかえり



地域エネルギー会社のリーダーは、必ずしも最初からエネルギーの
専門知識や経験を持っているわけではありません。外から見ると、代
表者がすべてをけん引しているように見えますが、実際にはさまざまな知識
をもった仲間たちが支えているのです。
みなさんも、江戸川区における地域エネルギー事業の実現に向けて一緒
に取り組んでみませんか。

脱炭素先行地域の実現のため

ア ン ケ ー ト に
ご 協 力 く だ さ い

①スマホのカメラを起動する

②上のQRコードを読み取る

③アンケートに答える

目 標 は 5 , 0 0 0 名 の 回 答

江戸川区環境部気候変動適応計画課
TEL ０３－５６６２－０６９４

断熱の補助金についても掲載！
バックナンバーはこちら↓

環境省モデル事業

第6回勉強会（次回）
日時：令和7年6,7月頃

開催予定

地域エネルギー会社を立ち上げたリーダーたち
NPO法人 上田市民エネルギー理事長 藤川 まゆみさん

一般社団法人「おらって」にいがた市民エネルギー協議会代表理事 佐々木 寛さん

寿司チェーンのパートタイマーとして働いていた藤川
さんはある映画との出会いをきっかけに自然エネル
ギーの普及に取り組みました。
知識も経験もない中で2011年から事業を始め、今で
は出資額1億9千万円を超える太陽光事業を展開して
います。

政治学者の佐々木さんが震災・原発事故をきっかけに
市民が地域エネルギーについて学ぶ場を立ち上げまし
た。2014年、市の公共施設の屋根に太陽光を設置する
事業を始め、今では小水力やバイオマス発電など幅広
く事業を展開しています。

高断熱の窓・ドア設置
（先進的窓リノベ2025事業）

天井・床などの断熱リフォーム
（子育てグリーン住宅支援事業）

補助率１/２相当（上限200万円） すべての世帯 上限６０万円

国の断熱補助金のご案内

※申請手続きはリフォーム会社が行います。

住宅省エネ2025キャンペーン問い合わせ先
0570-022-004（9～17時、土日祝日含む）

まずは
事業者へ
ご相談を！

都の補助金と併用可！


